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今
年
度
の
第
１
回
理
事
会
が
４
月
24

日
、
定
時
評
議
員
会
が
５
月
14
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

定
時
評
議
員
会
で
は
、
役
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
理
事
14
名
、
評
議
員
23
名
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
理
事
会

で
、
会
長
、
副
会
長
３
名
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

主
な
決
議
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
理
事
会

【
承
認
事
項
】

　

①
令
和
５
年
度
事
業
の
概
要
報
告

　

②
令
和
５
年
度
会
計
決
算
承
認

　

③
監
査
報
告

　

④
役
員
等
の
候
補
者
の
推
薦

　

⑤
令
和
７
年
度
秋
田
県
消
防
大
会
の
開

催
支
部

　

⑥
第
61
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
に
つ

い
て

◆
評
議
員
会

【
議
事
】　

　

①
令
和
５
年
度
事
業
の
概
要
報
告

　

②
認
定
第
１
号 

令
和
５
年
度
会
計
決

算
承
認

　

③
監
査
報
告

　

④
役
員
等
の
選
任

【
協
議
事
項
】

　

①
令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

　

②
秋
田
県
消
防
大
会
に
つ
い
て

　

③
第
61
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
の
概

要　

一般財団法人秋田県消防協会　理事・監事・評議員

役　職
〔理　事〕

所属・階級等
美郷町消防団　団長
鹿角市消防団　団長
横手市消防団　団長
由利本荘市消防団　団長

能代市消防団　団長
湯沢市消防団　団長
上小阿仁村消防団　団長
八郎潟町消防団　団長
秋田市消防団　団長
秋田市消防本部　消防長

秋田県消防協会　事務局長

氏　　名
髙　橋　正　尚
内　田　清　隆
樋　渡　　　徹
阿　部　一　彦
高　橋　公　康
渡　邊　正　人
佐　藤　孝　吉
武　石　　　聡
渡　部　広　保
倉　田　芳　浩
渡　辺　邦　博
佐々木　伸　吾
泉　　　政　樹
佐　藤　　　功

大曲仙北広域市町村圏組合
消防本部　消防長
能代山本広域市町村圏組合
消防本部　消防長

秋田県総務部総合防災課
消防保安室　室長

会　　長
副 会 長
〃
〃

理　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

業務執行理事

役　職
〔監　事〕

所属・階級等
北秋田市消防団　団長
井川町消防団　団長
東成瀬村消防団　団長

氏　　名
長　岐　邦　雄
三　浦　公　德
鈴　木　　　修

監　　事
〃
〃

役　職
〔評議員〕

関係する消防機関氏　　名

（令和６年５月14日現在）

評 議 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

澤　口　紀　夫
板　橋　和　男
奈　良　巧　一
武　田　博　康
伊　藤　孝　年
石　井　義　則
笹　村　清　幸
齊　藤　英　一
門　間　　　勉
千葉　與右エ門
三　浦　　　修
斉　藤　直　樹
佐々木　　　徹
大　山　　　司
金　子　英　紀
阿　部　昭　彦
田　村　健　郎
下　田　忠　浩
佐々木　利　廣
珍　田　藤　雄
高　田　俊　之
池　田　茂　英
近　野　　　仁

小坂町消防団
鹿角市消防団
鹿角広域行政組合消防本部
大館市消防団
藤里町消防団
三種町消防団
八峰町消防団
男鹿市消防団
潟上市消防団
五城目町消防団
大潟村消防団
湖東地区消防本部
秋田市消防団
秋田市消防団
にかほ市消防団
由利本荘市消防団
大仙市消防団
仙北市消防団
横手市消防団
横手市消防団
横手市消防本部
羽後町消防団
湯沢市消防団



































令
和
６
年
度

　

第
１
回
理
事
会･
定
時
評
議
員
会

　

開
催
さ
れ
る



令和５年度決算〔正味財産増減計算書〕
（2023年４月１日～2024年３月31日）

科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　減
経常収益計 33,546,144 30,948,475 2,597,669

主　

な　

内　

訳

消防互助会掛金 4,762,800 4,931,100 △ 168,300
事業収入 132,000 132,000 0
補助金・交付金 7,685,382 7,709,316 △ 23,934
委託金 4,880,590 3,130,600 1,749,990
市町村負担金 5,248,015 5,248,068 △ 53
会　費 6,573,600 6,798,800 △ 225,200
その他経常収益 4,263,757 2,998,591 1,265,166

経常費用計 32,865,512 30,039,101 2,826,411

主　

な　

内　

訳

消防思想普及啓発事業費 899,400 899,000 400
教養研修事業費 1,064,730 1,072,755 △ 8,025
秋田県消防大会費 443,292 339,672 103,620
消防操法大会費 2,663,767 2,698,419 △ 34,652
消防団加入促進事業費 1,886,893 0 1,886,893
福祉増進事業費 1,369,830 1,364,745 5,085
消防互助会見舞金 2,640,000 1,380,000 1,260,000
その他の事業費 6,280,758 6,633,045 △ 352,287
管理費 15,616,842 15,651,465 △ 34,623

当期経常増減額 680,632 909,374 △ 228,742
当期一般正味財産増減額 680,632 909,374 △ 228,742
一般正味財産期首残高 116,958,829 116,049,455 909,374
一般正味財産期末残高 117,639,461 116,958,829 680,632

（単位：円）

　№819  消　防　秋　田 令和６年６月15日（隔月（偶数月）15日発行）（２)

　

令
和
６
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
及
び
第
42

回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
４

月
29
日
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
の
消
防
関
係
で
は
、
褒
章
１
名
、

叙
勲
23
名
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
８
名

の
方
々
が
受
章
さ
れ
、
５
月
８
日
に
秋
田

県
庁
正
庁
に
お
い
て
、
知
事
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。      

（
記
載
は
五
十
音
順
）

令
和
６
年
春
の
叙
勲
・
褒
章

第
42
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

   □
藍
綬
褒
章
（
１
名
）

　

大
潟
村
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

工　

藤　

和　

博

□
瑞
宝
小
綬
章
（
１
名
）

　
元
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
正
監　

日　

沼　

一　

之

□
瑞
宝
双
光
章
（
４
名
）

　

元
大
館
市
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

齋　

藤　
　
　

勉

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

佐　

藤　
　
　

一

　

元
横
手
市
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

菅　

原　

一
太
郎

　

元
横
手
市
大
雄
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

髙　

橋　

良　

則

□
瑞
宝
単
光
章
（
19
名
）

　

元
北
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

加　

賀　
　
　

昇

　

元
男
鹿
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

木　

元　

一　

夫

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

小　

柳　

伸　

一

　

元
八
郎
潟
町
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

齊　

藤　
　
　

一

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐　

藤　

明　

雄

令
和
６
年  

春　

の　

褒　

章

令
和
６
年  

春　

の　

叙　

勲
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大
潟
村
消
防
団

 

み 
 
う
ら 

 

 
お
さ
む

　

三　

浦　
　
　

修

秋
田
市
消
防
団

 

く
ら 
 

た 

よ
し 
 
ひ
ろ

　

倉　

田　

芳　

浩

仙
北
市
消
防
団

 

し
も 
 

だ 

た
だ 
 
ひ
ろ

　

下　

田　

忠　

浩

羽
後
町
消
防
団

 

い
け 
 

だ 

し
げ 
 
ひ
で

　

池　

田　

茂　

英

新
消
防
団
長
紹
介

【
令
和
６
年
４
月
１
日
就
任
】

北
秋
田
市
消
防
本
部

 

ま
つ 

 

は
し 

ま
さ 

 

の
り

　

松　

橋　

雅　

徳

に
か
ほ
市
消
防
本
部

 

す 
 

だ 

ゆ
う 

 

き

　

須　

田　

勇　

喜

大
曲
仙
北
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部

 

さ 

さ 

き 

し
ん 

 

ご

　

佐
々
木　

伸　

吾

新

消

防

長

紹

介

【
令
和
６
年
４
月
１
日
就
任
】

秋
田
市
消
防
本
部

 

わ
た 

 

な
べ 
く
に 

 

ひ
ろ

　

渡　

辺　

邦　

博

横
手
市
消
防
本
部

 

た
か 

 

だ 

と
し 

 

ゆ
き

　

高　

田　

俊　

之

　

秋
田
県
消
防
学
校
の
初
任
教
育
第
78
期

入
校
式
が
４
月
12
日
（
金
）
県
内
12
消
防

本
部
か
ら
56
名
の
入
校
生
並
び
に
来
賓
、

家
族
な
ど
約
２
０
０
名
が
出
席
し
同
校
屋

内
訓
練
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
校
式
で
は
、
大
野
光
徳
校
長
の
式
辞

に
続
き
、
神
部
秀
行
秋
田
県
副
知
事
あ
い

さ
つ
、
渡
辺
邦
博
秋
田
県
消
防
長
会
長
、

髙
橋
正
尚
秋
田
県
消
防
協
会
長
が
祝
辞
を

述
べ
、
入
校
生
を
代
表
し
湯
沢
雄
勝
広
域

市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
の
池
田
大
智
消

防
士
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
任
教
育
は
、
９
月
19
日
ま
で
行
わ

れ
、
警
防
隊
員
と
し
て
活
動
で
き
る
能
力

を
養
成
し
ま
す
。

第
78
期 

初
任
教
育
始
ま
る

秋
田
県
消
防
学
校

56
名
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す




























































































































　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐　

藤　

勲　

夫

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐　

藤　

信　

和

  

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

佐　

藤　
　
　

昇

  

元
に
か
ほ
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐　

藤　

義　

秋

　

元
羽
後
町
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

佐　

藤　

良　

友

　

元
湯
沢
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

菅　
　
　

惠
一
郎

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

鈴　

木　

輝　

秋

　

元
男
鹿
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

髙　

桑　

正　

一

　

元
横
手
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

髙　

橋　

亮　

介

　

元
上
小
阿
仁
村
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

田　

口　

幸　

直

　

元
仙
北
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

竹　

下　

正　

勝

　

元
羽
後
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

藤　

原　

和　

彦

　

元
仙
北
市
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

渡　

辺　

勇　

悦

□
瑞
宝
双
光
章
（
６
名
）

　
元
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

伊　

藤　

知　

也

　

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

岡　

部　

新　

吉

　

元
湖
東
地
区
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

菅　

原　

良　

己

　
元
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

鈴　

木　

健　

一

　

元
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

冨　

岡　

正　

毅

　
元
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

三　

熊　

雄　

輝

□
瑞
宝
単
光
章
（
２
名
）

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令　

進　

藤　

勇　

夫

　

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

森　

屋　

慶　

基

第
42
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲



　№819　 消　防　秋　田 令和６年６月15日（隔月（偶数月）15日発行）（４)

秋田県消防学校職員名簿

初任教育第78期入校生名簿

総務班
チームリーダー　　児　玉　弥生子
副 主 幹　　今　野　武　仁
主　　事　　菊　地　彩　香
技能主任　　篠　田　　　均
職　　員　　東海林　　　咲
舎　　監　　今　野　裕　徳
舎　　監　　吉　成　　　勉
舎　　監　　鎌　田　千　尋
防災学習館説明員
　　　　　　鈴　木　　　忠
　　　　　　佐　藤　康　弘
　　　　　　佐　藤　浩　之

教務班
チームリーダー　　池　田　敏　英
副 主 幹　　近　藤　信　哉
副 主 幹　　藤　原　克　美
副 主 幹　　佐々木　善　彦
副 主 幹　　佐　藤　玲緒奈
専 門 員　　伊　藤　弥真彦

校　　　　長　　大　野　光　徳
副　 校 　長　　櫻　庭　金　裕

秋田市消防本部
　　菅　原　義　仁　　　本　郷　颯　人
　　三　浦　大　蔵　　　木　村　　　開
　　東海林　真之介　　　今　野　颯　人
　　今　野　佳　汰　　　山　本　悠　太
　　塩　田　航　大　　　矢　野　純　太
　　細　矢　菜　桜　　　板　垣　竣　介
　　千　田　健志朗　　　沢　木　耀太朗
大館市消防本部
　　櫻　庭　ひまり　　　秋　本　凌　汰
北秋田市消防本部
　　小　林　拓　野　　　後　藤　叶　汰
由利本荘市消防本部
　　草　彅　瑛依太　　　髙　橋　　　誓
　　渡　辺　大　吾　　　沢　藤　快　飛
　　武　藤　　　咲
にかほ市消防本部
　　佐々木　幹　太
横手市消防本部
　　佐　藤　将　成　　　松　井　優　樹
　　谷　藤　夏　月　　　佐　藤　陽　斗
　　佐々木　　　和　　　泉　田　凛太郎

五城目町消防本部 
　　武　田　佑　汰
鹿角市広域行政組合消防本部
　　兎　澤　　　海　　　工　藤　結　哉
　　澤　田　羽　夏　　　海　沼　　　秀
能代山本広域市町村圏組合消防本部
　　寺　内　晴　海　　　銭　谷　那　知
　　高　橋　瑛　斗　　　渡　部　優　空
湖東地区消防本部
　　谷　　　涼　磨
大曲仙北広域市町村圏組合消防本部
　　荒　川　大　典　　　佐　藤　夢　真
　　柳　田　琉　翔　　　新　田　陽　葵
　　柴　田　藍　琉　　　武　藤　琉　唯
　　髙　橋　　　陽　　　鈴　木　健　矢
　　長　澤　　　哉　　　瀧　澤　悠　也
湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部
　　髙　𣘺　匡　平　　　小野寺　陽　名
　　池　田　大　智　　　阿　部　逸　輝
　　関　　　優　太　　　佐　藤　隼也斗
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１
ヶ
月
は
、慌
た
だ
し
い
生
活
だ
っ
た
。

　

訓
練
礼
式
、
座
学
、
消
防
機
器
を
使
っ

た
訓
練
な
ど
新
し
く
覚
え
る
こ
と
も
増

え
、
自
立
し
た
消
防
士
に
な
る
た
め
、
責

任
感
を
持
っ
て
一
つ
一
つ
を
大
切
に
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
く
必
要
を
感
じ
た
。
ま

だ
未
熟
な
部
分
が
多
い
の
で
、
教
官
や
他

の
学
生
に
聞
き
、
情
報
共
有
し
、
私
も
他

に
周
知
し
て
い
く
。

　

寮
生
活
で
は
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送

り
、
年
長
者
と
し
て
他
の
模
範
と
な
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
る
。
し
か
し
、
帰
宅
前

の
清
掃
で
は
、
教
官
か
ら
何
度
も
指
摘
を

受
け
た
。
私
の
周
知
や
統
率
に
問
題
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
周
り
を
し
っ
か

り
観
察
し
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
生

活
し
て
い
く
。

　

座
学
で
は
、
消
防
法
な
ど
大
切
な
知
識

を
身
に
付
け
る
た
め
、
計
画
的
に
勉
強
し

効
果
測
定
に
向
け
て
準
備
し
て
い
く
。
消

防
の
知
識
を
た
く
さ
ん
吸
収
し
、
実
務
で

し
っ
か
り
と
行
え
る
よ
う
に
す
る
。

　

ま
た
、
総
代
と
し
て
、
78
期
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
、
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
他

の
学
生
を
ま
と
め
て
い
く
。

　

入
校
し
て
１
ヶ
月
は
、
緊
張
や
慣
れ
な

い
寮
生
活
も
あ
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
い
っ
た
。

　

今
は
寮
生
活
に
も
慣
れ
、
一
日
の
流
れ

も
分
か
っ
て
き
た
。本
格
的
に
講
義
や
訓

練
が
始
ま
り
、
楽
し
み
も
あ
り
つ
つ
気
持

ち
も
引
き
締
ま
っ
た
。

　

座
学
で
は
、
各
科
目
で
覚
え
る
こ
と
が

と
て
も
多
く
、
小
テ
ス
ト
や
筆
記
試
験
も

あ
る
の
で
日
々
の
自
習
が
か
か
せ
な
い
。

効
果
測
定
も
始
ま
る
の
で
、
予
習
と
復
習

を
し
っ
か
り
行
い
た
い
と
思
う
。

　

訓
練
で
は
、
各
資
機
材
を
使
用
し
て
本

番
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。結
索

や
資
機
材
の
名
称
、
呼
称
等
も
覚
え
る
こ

と
が
多
い
が
頑
張
り
た
い
。

　

救
急
の
講
義
で
は
、Ｃ
Ｐ
Ｒ
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の

実
技
試
験
、筆
記
試
験
が
あ
っ
た
。入
校
後

初
め
て
の
本
格
的
な
試
験
だ
っ
た
の
で
緊

張
し
た
が
、
無
事
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

た
。　

救
命
講
習
で
は
、全
県
の
救
急
隊
員

の
方
々
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。実
際

の
現
場
で
も
動
け
る
よ
う
に
復
習
を
し
て

い
き
た
い
。

　

１
ヶ
月
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、

残
り
５
ヶ
月
と
な
っ
た
。時
間
は
無
限
に

あ
る
訳
で
は
な
い
。一
日
一
日
、一
分
一
秒

を
大
切
に
、
残
り
の
期
間
を
過
ご
し
て
い

き
た
い
。

　

緊
張
感
の
あ
る
入
校
式
が
行
わ
れ
、
消

防
学
校
生
活
が
始
ま
っ
た
。座
学
で
は
、進

捗
が
早
く
覚
え
る
こ
と
も
多
い
が
、
ど
れ

も
現
場
で
必
要
な
知
識
な
の
で
予
習
復
習

や
小
テ
ス
ト
な
ど
で
着
実
に
身
に
つ
け
て

い
き
た
い
。

　

訓
練
礼
式
や
結
索
・
機
器
訓
練
等
の
実

技
は
、
今
後
の
消
防
人
生
で
ず
っ
と
使
う

所
作
や
技
術
に
な
る
。頭
で
理
解
し
て
い

て
も
行
動
に
移
す
こ
と
が
難
し
く
、
一
度

で
覚
え
き
れ
な
い
の
で
、
課
業
時
間
外
を

活
用
し
、
安
全
・
確
実
・
迅
速
に
行
え
る

よ
う
日
々
鍛
錬
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、副
総
代
を
任
命
さ
れ
た
の
で
、総

代
の
下
支
え
な
ど
円
滑
な
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
役
員
・
年
長
者
と

し
て
積
極
的
に
行
動
し
手
本
を
示
し
て
い

き
た
い
。

　

こ
の
１
ヶ
月
で
寮
生
活
に
も
慣
れ
、
同

期
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や

し
、
怪
我
や
体
調
を
崩
す
こ
と
な
く
無
事

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。初
任

教
育
課
程
は
、
６
ヶ
月
弱
と
い
う
限
ら
れ

た
時
間
し
か
な
い
の
で
、
初
心
を
忘
れ
ず

に
気
を
引
き
締
め
、
一
つ
一
つ
の
授
業
に

対
し
て
予
習
復
習
を
怠
ら
ず
、
一
日
一
日

を
大
切
に
過
ご
し
、卒
業
後
、自
信
を
持
っ

て
所
属
に
戻
れ
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た

い
。

今
野　

颯
人

 (

秋
田
市
消
防
本
部)

佐
藤　

将
成

 (

横
手
市
消
防
本
部)

　

こ
の
１
ヶ
月
を
振
り
返
る
と
、
反
省
と

改
善
の
日
々
で
あ
っ
た
。１
ヶ
月
が
経
つ

頃
に
は
、
通
常
点
検
や
座
学
そ
し
て
実
技

訓
練
な
ど
、
入
学
当
初
に
比
べ
て
内
容
等

が
よ
り
高
度
な
も
の
に
な
っ
て
い
き
、
そ

う
し
た
中
で
自
分
の
得
意
不
得
意
を
知
る

こ
と
が
で
き
、苦
手
分
野
に
関
し
て
は
、少

し
で
も
克
服
で
き
る
よ
う
に
日
々
自
己
研

鑽
に
励
ん
だ
。

　

通
常
点
検
な
ど
の
訓
練
礼
式
で
は
、
号

令
に
対
し
て
素
早
く
行
動
す
る
よ
う
に
心

掛
け
な
が
ら
、
基
本
動
作
を
丁
寧
に
行
う

よ
う
に
意
識
し
た
。入
学
当
初
の
私
は
、右

へ
な
ら
え
の
時
に
手
首
が
曲
が
っ
て
い
た

り
、
足
に
角
度
を
開
け
て
い
な
か
っ
た
り

と
多
く
の
指
摘
を
受
け
た
。そ
の
た
め
、指

摘
箇
所
を
改
善
す
る
た
め
、
放
課
後
の
時

間
や
自
宅
に
帰
っ
た
と
き
に
何
度
も
自
主

練
習
に
取
り
組
ん
だ
。そ
の
結
果
、一
連
の

動
作
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
自
信
を
持
っ
て
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
を
実
感
し

た
。

　

残
り
約
５
ヶ
月
の
消
防
学
校
を
通
し

て
、
さ
ら
に
高
度
な
訓
練
や
知
識
の
習
得

が
必
要
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。そ
の
た

め
、常
に
高
い
目
標
を
持
ち
、一
人
前
の
消

防
職
員
に
な
れ
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て

い
き
た
い
。

本
郷　

颯
人

 (

秋
田
市
消
防
本
部)

池
田　

大
智

 (
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部)

第
78
期
初
任
教
育

秋
田
県
消
防
学
校

１
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て

１
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
１
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て

１
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
１
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
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防 災 事 業 部

谷
藤　

夏
月

 (

横
手
市
消
防
本
部)

　

消
防
学
校
に
入
校
し
、
消
防
官
と
し
て

必
要
な
心
身
、
技
術
、
知
識
を
習
得
し
、

現
場
で
迅
速
か
つ
、
的
確
に
動
け
る
よ
う

に
日
々
の
訓
練
等
に
励
ん
で
い
き
た
い
と

感
じ
た
。

　

私
自
身
、
前
職
が
公
安
職
で
あ
り
、
１

年
間
職
業
学
校
で
集
団
生
活
の
経
験
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
規
律
や
訓
練
、
授
業
で

の
姿
勢
は
、
他
の
学
生
の
手
本
に
な
る
よ

う
に
行
動
し
て
い
き
た
い
。

　

寮
生
活
で
は
、
３
人
部
屋
の
最
年
長
で

あ
る
た
め
、
役
職
関
係
な
く
、
部
屋
の
掃

除
、
制
服
や
活
動
服
の
手
入
れ
、
ベ
ッ
ド

メ
イ
キ
ン
グ
な
ど
を
徹
底
し
、
部
屋
の
仲

間
同
士
で
支
え
合
い
、
高
め
合
っ
て
い
き

た
い
。

　

消
防
学
校
は
、
半
年
間
と
い
う
期
間
で

あ
る
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ

て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
一
日
一
日
を
大
切

に
し
、
１
コ
マ
の
授
業
、
１
回
の
訓
練
を

後
悔
な
く
積
極
的
に
行
い
、
教
官
の
指
導

を
確
実
に
吸
収
し
て
い
き
た
い
。　

　

実
際
の
火
災
現
場
や
救
急
現
場
は
、
一

分
一
秒
の
遅
れ
が
命
取
り
に
な
っ
て
し
ま

う
た
め
、
迅
速
か
つ
的
確
な
処
置
は
勿
論

の
こ
と
、
常
に
冷
静
な
判
断
力
を
持
っ
て

活
動
出
来
る
よ
う
に
、
普
段
の
訓
練
か
ら

心
掛
け
て
い
き
、
現
場
で
活
動
で
き
る
よ

う
に
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
。

　

消
防
学
校
に
入
校
し
て
１
ヶ
月
が
経
ち

ま
し
た
が
、
こ
の
１
ヶ
月
で
新
し
い
事
が

様
々
始
ま
っ
て
き
て
、
忙
し
く
も
自
分
な

り
に
頑
張
る
事
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

１
ヶ
月
前
ま
で
は
学
生
と
し
て
過
ご
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
社
会
人
、
公
務

員
、
消
防
士
と
し
て
、
責
任
と
自
覚
を
持

っ
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

特
に
休
日
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
と
違
っ
て
、
運
転
す
る
に
も
何
を

す
る
に
も
公
務
員
と
し
て
責
任
を
持
っ
て

行
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
消
防
学
校
の
学
生
と
し
て
で
な

く
、
社
会
人
と
し
て
の
意
識
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
体
力
面
、
勉
強
の
面
に
お
い
て

自
分
は
ど
の
位
の
位
置
に
い
る
の
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
残
り
の
学
校
生

活
で
の
目
標
に
向
け
て
、
精
一
杯
努
力
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
の
１
ヶ
月
を
通
し
て
、
一
日
一
日
を

大
事
に
過
ご
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

所
属
に
戻
っ
て
か
ら
少
し
で
も
早
く
現

場
で
活
動
す
る
た
め
に
、
今
学
ぶ
べ
き
こ

と
を
し
っ
か
り
と
学
ん
で
、
技
術
を
身
に

付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
月
は
今
ま
で
以
上
に
時
間
を
大
切
に

過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

１
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
寮
生
活

は
慣
れ
ま
し
た
が
、
訓
練
や
座
学
で
の
基

礎
的
な
部
分
で
少
し
苦
戦
し
ま
し
た
。

　

座
学
で
は
、
小
テ
ス
ト
な
ど
が
増
え

て
、
自
習
時
間
を
有
効
に
使
わ
な
い
と
、

効
果
測
定
で
も
良
い
結
果
を
残
せ
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。
訓
練
で
は
、
体
力
錬
成
の

腹
筋
や
走
り
込
み
が
苦
手
な
の
で
、
日
々

の
自
主
錬
成
で
鍛
え
て
、
消
防
士
ら
し
い

体
格
に
近
づ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

さ
ら
に
実
務
研
修
も
行
い
ま
し
た
。
所

属
に
戻
る
と
皆
さ
ん
優
し
く
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ど
お
り
、
結

索
、
三
連
梯
子
、
ホ
ー
ス
延
長
訓
練
を
行

い
ま
し
た
が
、
う
ま
く
行
か
な
い
と
腕
立

て
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
り
、
２
５
０
回
ほ

ど
行
い
ま
し
た
。
結
索
や
梯
子
は
安
全
に

行
う
も
の
で
す
が
、
消
防
活
動
で
は
迅
速

さ
も
求
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
迅

速
か
つ
確
実
に
で
き
る
よ
う
訓
練
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

９
月
の
卒
業
ま
で
残
り
４
ヶ
月
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
４
ヶ
月
で
、
基
礎
と
消
防

士
と
し
て
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

日
々
の
訓
練
、
座
学
、
生
活
を
き
ち
ん
と

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
教
官
の

方
々
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
す
ぐ

メ
モ
し
て
、
２
度
聞
く
こ
と
の
な
い
よ
う

に
心
が
け
て
い
き
た
い
で
す
。

銭
谷　

那
知

 (

能
代
山
本
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部)

関　
　

優
太

 (

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部)
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火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課消防保安室調べ）

　

５
月
２
日（
木
）、支
部
長
、副
支
部
長
２

名
、理
事
７
名
、監
事
２
名
、評
議
員
18
名

が
出
席
し
、横
手
市
の
松
與
会
館
で
、令
和

６
年
度
秋
田
県
消
防
協
会
横
手
市
支
部
評

議
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
な
任

期
と
な
っ
た
役
員
の
報
告
と
前
年
度
事
業

の
報
告
に
続
き
、
前
年
度
収
支
決
算
、
令

和
６
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
、

当
支
部
顧
問
の
委
嘱
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
全
て
の
案
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
ほ
ぼ
同
様
に
支
部
消

防
訓
練
大
会
な
ど
の
主
要
行
事
が
実
施
さ

れ
た
こ
と
を
報
告
で
き
ま
し
た
。

　

前
回
、
当
支
部
が
寄
稿
し
た
「
消
防
秋

田
」（
令
和
３
年
６
月
）で
は
、令
和
２
年
度

事
業
の
中
止
や
縮
小
開
催
、
感
染
対
策
等

を
話
題
と
し
て
い
た
の
で
、
わ
ず
か
数
年

で
す
が
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
横
手
市
消
防
団
所
属
の
女
性
団

員
か
ら
、
令
和
５
年
度
の
第
28
回
全
国
女

性
消
防
団
員
石
川
大
会
の
報
告
が
あ
り
、

全
国
の
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
先
進
的
な

取
組
の
紹
介
に
参
加
者
が
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
女
性
団
員
の
活

躍
や
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
を
増
や
し
て

い
く
予
定
で
す
。

横
手
市
支
部
評
議
員
会
を
開
催

（
情
報
提
供
＝
横
手
市
支
部
）

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

-15
15
1
29
30
2
5

-  5
2

-  1
7
3
0
0

184
25
25
84
318
21
67

97
19
11
46
173
9
37

17
7
3
8
35
1
12

82
34
12
75
203
11
42

12
9
2
15
38
1
12

令和６年 令和５年 同期比較
５月 累計 累計５月 年計 ５月 累計


